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空洞共振器に関する二三の実験
井 上 1告
Some Experiments of Cavity Resonators 
Hirosi INOUE 
Regarding cavity resonators measurements of Q of cavity， and frequency discriminator 
using degenerated cavities are treated. 
1 . 緒 三芸吉広司
空洞共振器に関しては数多くの報告がある。 本研究は自動周波数調整用として空洞共振器を使用
す る 必要上空洞共振器の Q の測定を行 い 7 縮退せ る 空洞を用いて 周波数弁 別器の実験を行った も
ので，其の結果について報告 した い 。
2 .  Q の 測 定
Qの測定に際しては，周波数変調された速度変調管の出力を， 空洞共振器の中に入才して此の空洞
で共振させ，此の空洞よりの出力を検波増巾して， 陰極線オシ ロ グラフとに影像を出し，此の影像
を速度変調管の入力鋸歯状波で掃引せ しめ る と ヲ影像の巾より Q が測定され る 。 此の速度変調管を
周 波数変調す る た め に は ， 鋸歯状波を管 の 反 射板電 圧に 重畳さ せた も の で容易 に 周波数変調す る こ
と が 出来 る 。
最初に手製の短型導波管にピストンを挿入して空洞共振器として使用しE 主導波智との結合は
Probe に依り行った。 検波用半導体は lN23B の Sylvania製の も のを使用した。
此の測定結果は出力を増加する関係上強結合にしたためと，導波管の材料として真草訟を使用し，
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第二図 Q測定回路
第 一 関
銀鉱し てない た め 900-1100 程度に低←下し て居る 。 HOll�ì波に 共振した時 と HoJ�， HOI�l波に共振
した 時と 比較 して見る に， HOlè， Hot:lになるにつれて僅かにQの低下する。 此の点は理論的結果
と 暮一 致す る 。
ま た Coupling 用 Probe の長 さ を変化 して Q を測定する と ヲ 長さ 3 mm程度の時最大 のQ を示
した。 向、本実験に使用した配線図を第二図に示す。
3. 縮退せる空洞ま利用せる周波数弁別器
断面が正方形で、あれば， H01とH10 とは縮退して来る故9 此の両者を適当に利用すると周波数弁
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別器が 出 来 る 。 本 実験に使用 し た 桂素鉱
石検波器の 整流特性は 異な る の で ， 導波
器 と の結合は ， 図 の 様に廻転結合出来 る
様に し ， 叉 周波数を速 度変調管に 一致 せ
し め る た め ピス ト ン を入れ ， 鉱 石検波器
への Probe は相当長 くな る の で ， 日IJに縮
退せる 空洞を結合 せし めるた め の ネヂは
附 し て居 ら な い 。 叉手製の不 整を補 う た
め ， Probe と 反対 側に周波 数調整用 ネヂ
を 2 個付し た 。 導 波器 と 空洞共振器 と の
結合は 窓に依 る 結合であ る 。 此 の 様 な結 第三 図 縮退せる空洞と導波管と の結合
合の時には結合 窓は高城鴻波器 めと な る か ら ， 或 る 程度の減 衰を与え る こ と が 出 る 。 本実験では 20
db の減 衰が計算 さ れた。
今此の 空洞共振器を導波器に結合 せしめ て 回転 せし め る と 回転の 角度に対 し て ， 図 の 様な 周波数
。 弁別特性が得 ら れた。 大体 500 附近 の 角度 の 時最良
第四 図 A 周波 数弁別特性
の 弁別特性を示す。 此 の 周波 数の Peak と Peak と
は 10 MC に達す る 。 も う 少し 周 波数範囲 を 狭く し
な い と 周波 数自動制御 の 安定度は低下 しす ぎ る 様に
考え ら れ ， 此 の た め には 空洞共振器の Q を更 に 向上
せ しめ る と ーj言自 動 周波 数制御が 望 ま し く な る で あ
ろ う 。 此 の 周波数の 目盛は 中 間周波数 の 変化出来 る
受信機で ， 速度変調 管を 用 い て， 鉱 石検波器で変 問
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し ， 中 間周波数を基準と し て読 取っ t::. o 標準 空洞共振器を 用いれ ばり更 に 簡単化出来 る と 考え ら れ
る 。
4. 結 論
此等の 実験に依 り 更に Q の よ い 空洞共振器を 利用 し て 速度変調管の 自 動 周波数制御を行い た い
と 考 え て 居 る 。
Q の測定装置及び測定に 関 し て は ， 28年度 卒業生 吉村修君が 卒業実験 と し て行った も の で厚 く 感
謝の意 を表す次第であ る。
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